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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　約
　学生が利用者への介護技術提供場面において，最も困った場面を取り上げ，改善策をグループで考
え，その場面のロールプレイをビデオカメラで撮影し，その撮影したビデオを視聴するという授業を
展開した。ビデオ視聴後，自分が介護を提供している姿をビデオで確認することにっいての自由記述
をテキストマイニングで分析した結果，「行動の確認と改善」，「今後の介護」，「振り返り」，「現実と
のギャップ」，「必要」，「再発見」の6個のクラスターに分類された。
　ビデオ視聴による学生の学びから，現実とのギャップにっいて新たな発見ができ，客観的に自分の
提供した介護を振り返ることができる。それにより，自身の行動改善への動機づけに繋がり，今後の
介護に活かしていくためにもビデオでの観察学習の必要性が示唆された。
キーワード介護技術・実習・ビデオ視聴・観察学習・テキストマイニング
1．はじめに
　第一段階介護福祉実習において，学生は利用者
との関わりの中で悩むことが多い。実習中に解決
できずに，苦手意識を持ってしまった学生もいる。
第一段階介護福祉実習において，利用者の対応に
困った場面のアンケート調査を行った結果，コミュ
ニケーション，食事，衣類の着脱場面で多くの困っ
た場面に遭遇していることがわかった（木村・津
田2008）。
　その中で，特に困った介護技術提供場面を取り
上げ，初心者でも失敗を恐れることなく，知識と
技術を「経験的に学習できる』と言われているロー
ルプレイ　（Stewart．　Sovet　1989）で再現し，ビ
デオカメラで撮影を行い，そのビデオを視聴した。
内山（1992）は，認知行動療法（cognitive　be－
havior　therapy）とは，「イメージという媒介過
程を通じて，学習により行動を変容させる方法で
ある」と述べていることから，ビデオの視聴は，
ビデオの映像というイメージを通して，学生個々
の認知に働きかけることとなり，この認知の学習
により，学生の介護技術の行動変容への動機付け
に繋がるのではないかと考える。
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　そこで，ビデオ視聴に関する感想等を自由記述
式で学生に求めた。価値観や考え方を調査するに
は，あらかじあ尺度を設定して計量的に調べるよ
り，むしろ一人一人の自由記述やインタビューか
らそのパターンやルールを見出していくほうが，
その姿をより正確にとらえることができる（藤井
2005）ことから，本研究では学生の自由記述を解
析することを通して，言葉のパターンや規則性を
発見して知識や情報を得るテキストマイニングに
よる分析を行う。その中で，ビデオを視聴すると
いう観察学習を通しての学生の学びを検討する。
オにした。
　ロールプレイで実際に困った場面と，グループ
ディスカッション後の望ましい対応を再現しビデ
オカメラを用い撮影を行った。その次の週，ビデ
オを視聴したうえで，「今後も，自分が介護を提
供している姿をビデオで確認することが必要だと
思いますか？」という質問に対し，大変そう思う
～全くそう思わないの4件法で回答を得たうえ，
その理由にっいて自由に回答を求めた。今回は，
その理由にっいてテキストマイニング手法を用い
分析を行った。
2．調査
1）対象年度および実施時期
　対象年度としては，平成19年度および平成20年
度で，実施時期は平成19年4月～5月および平成
20年4月～5月である。
4）倫理的配慮
　今回の質問紙は授業で用いたため記名式であっ
た。本研究は，今後の介護技術の授業展開に役立
てること，個人が特定されないようデータ処理を
することを説明し，同意を得た。
2）調査対象者
　介護技術1（1回生後期開講科目）を履修の上，
第一段階介護福祉実習は1回生の2月に11日間，
特別養護老人ホームにて行っている。第一段階介
護福祉実習を終え，介護技術H（2回生通年開講
科目）の授業において実習で困った場面のロール
プレイを試みた。
　平成19年度介護技術II履修生32名および平成20
年度介護技術H履修生32名の計64名を対象にした。
3）調査方法
　介護実習で学生が利用者の介護技術を提供する
際，最も困ったと感じた場面を取り上げ，その利
用者の特徴や場面をシナリオに書き起こし，その
後どのような介護を提供すればよかったのか等の
改善策のグループディスカッション（4～5名）
を行った。その後，新たに望ましい対応をシナリ
5）分析方法
　ビデオにおける観察学習での学生の学びを明ら
かにするために，ビデオで自分の介護を確認する
ことについての自由記述の回答データについて，
テキスト型データ解析ソフト「WordMiner　Ver－
sion1．1」（日本電子計算）を用いて，キーワード
の抽出処理を行った。
　テキストマイニングの手順としては，まずデー
タの整理のために，分かれると意味が全く変わっ
てしまう言葉を一っの単語として扱うように設定
した。その後，自由記述から得られたテキスト型
データを分かち書きし，構成要素を抽出するため
に，特殊記号，句読点，助詞を除いた。
　さらに，分析見通しを良くするために，同種の
語を一つの語に置換する置換辞書を作成した（大
隅2002）。例えば，良く，良かった，よいなどを
「良い」に置換した。また，意味のなさない言葉
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を削除する削除辞書も作成した。その中で得られ
た構成要素のうち頻度2以上のもの（閾値＝2以
上）を対象に対応分析を行った。閾値の設定につ
いては，対応分析の際，抽出された成分の累積寄
与率が70～80％あればよいとの見解（清水
（2005））がある。今回は，データ数も多くないこ
とから多様な意見を取り入れるためには，なるべ
く低い閾値を採用したほうがいいと考え，閾値を
2に設定した。なお，対応分析で抽出された15成
分の累積寄与率は76．05％であった。寄与率とは，
その軸でデータの何パーセントかを説明するもの
であり，累積寄与率とは成分の寄与率を順番に足
したものであり，どこまでの成分を見ればいいの
かを示すものである。
　次に対応分析で得られた成分スコアをもとにク
ラスター分析を行い，構成要素の類型化を試みた。
そして，各クラスターの特徴からビデオ視聴によ
る学びを構成する概念を導き出した。
3．結果
　ビデオ視聴後の質問，自分が介護を提供してい
る姿をビデオで確認することにっいての自由記述
をテキストマイニングで分析した。
　分かち書きの後，成分の抽出された構成要素は
1351，特殊記号，句読点，助詞を除いた後の構成
要素473は，さらに同一語の置換を行った後の構
成要素371はであった。閾値が2以上の構成要素
は42であった。もっとも出現度が高かったものは，
「自分」であり，37名のサンプルによって48回出
現していた。15以上出現した構成要素は「自分」
「観察」「できる」「介護」「考える」「客観」であっ
た。頻度7以上の構成要素にっいては表1に記載
した。
　閾値2以上を対象に行った対応分析が図1であ
る。対応分析で得られた成分スコァをもとにクラ
表1　構成要素数とサンプル度数（構成要素出現7以上）
構成要素 構成要素数 サンプル度数
自分 48 37
観察 41 32
できる 32 26
介護 27 19
考える 22 21
客観的 17 17
よい 15 12
わかる 12 11
反省 12 11
できなかった 10 9
確認 10 10
姿 9 8
他の人 9 7
悪かったところ 7 7
行動 7 7
提供 7 6
発見 7 7
スター分析を行った結果，6っのクラスターに分
類された（表2）。
　クラスター1はできなかった，はっきり，よい，
わかる，改善，確認，行動，材料，場面，表情の
10個の構成要素で表された。クラスター2は，イ
メージ，介護，活かせる，考える，今後，姿，自
気づく
変わる
感じた繍者
　　瓢緊ス
　実際　　　。：きる
　　　　碧。
　　　場面｛繍り
改善
確阻
罐み
?
轍る
?
切? 減?
い
材料　今後
発見 良いところ
悪かったところ
図1　構成要素変数の成分スコアの布置図
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表2　構成要素のクラスター分析の結果
1 2 3 4 5 6
できなかった イメージ できる 気づく 必要 悪かったところ
はっきり 介護 アドバイス 実際 改あて
よい 活かせる 違う 変わる 良いところ
わかる 考える 感じた 利用者
改善 今後 観察
確認 姿 客観的
行動 自分 他の人
材料 大切 多く
場面 提供 発見
表情 反省
冷静
クラスター1：行動の確認と改善
クラスター4：現実とのギャップ
クラスター2：今後の介護
クラスター5：必要
分，大切，提供の9個の構成要素で表された。ク
ラスター3は，できる，アドバイス，違う，感じ
た，観察，客観的，他の人，多く，発見，反省，
冷静の11個の構成要素によって表された。クラス
ター4は，気づく，実際，変わる，利用者の4個
の構成要素で表された。クラスター5は，必要と
いう1っの構成要素で表された。クラスター6は，
悪かったところ，改めて，良いところの3個の構
成要素で表された。
4．考察
　テキストマイニングによるテキストデータ解析
によって6つのクラスターに分類された。
　クラスター1は，できなかった，はっきり，よ
い，わかる，改善，確認，行動，材料，場面，表
情という構成要素で成り立っている。このクラス
ターを「行動の確認と改善」と名付けた。その理
由として，「自分の行動を確認することで反省点
が見つかるし，今後どう改善していいのかを考え
るきっかけとなる。」という学生の記述からもわ
かるように，自分自身の行動をビデオで確認する
ことにより，できなかったところがはっきりわか
クラスター3：振り返り
クラスター6：再発見
り，今後の行動を改善していく材料になると解釈
できる。
　クラスター2は，イメージ，介護，活かせる，
考える，今後，姿，自分，大切，提供の9個の構
成要素で表された。これを「今後の介護」と名付
けた。その理由として，「自分の介護の様子を自
分の目で確認し悪いところに自分で気づいていく
ことは大切なことだと思う。今後の自分に役立つ」，
「介護を提供している姿は自分ではイメージしに
くいので，ビデオで確認して，自分の介護を提供
している姿をイメージするのは大切」という学生
の記述があった。これらにっいて，ビデオの視聴
は，イメージという媒介過程を通じて，学習によ
り行動を変容させる方法である認知行動療法（内
山　1992）として，ビデオの映像というイメージ
を通して，学生個々の認知に働きかけることにな
り，この認知の学習により，学生の介護技術の行
動変容への動機付けに繋がっていくのではないか
と考える。
　クラスター3は，できる，アドバイス，違う，
感じた，観察，客観的，他の人，多く，発見，反
省，冷静という構成要素によって表された。これ
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らを「違う角度から見ることで新たな発見ができ
る」「自分の行った介護を客観的に観察でき，そ
のときより冷静に考えることができた。」との記
述から，「振り返り」と名付けた。
　クラスター4は，気づく，実際変わる，利用
者の4個の構成要素で表された。これを「現実と
のギャップ」と名付けた。その理由は，「実際に
やってみるのと，やっている自分を客観的に見る
のとでは，考え方が変わる」，「介護を提供した時
と客観的に見た時では，同じ場面でも利用者の反
応や表情の見え方が違って，それまで気づくこと
ができなかったことに気づくことができる」とい
う記述内容から，ビデオを視聴することで，実際
に介護を提供した時とビデオを視聴後の物事の捉
え方の違いに気づいたのだと考えられる。
　クラスター5は，必要という1個の構成要素で
表されたたあ，「必要」と名付けた。自分の行動
の観察や利用者理解のために必要であるという学
生の意見があった。
　クラスター6は，悪かったところ，改めて，良
いところの3個の構成要素で表された。これらを
「自分の介護の良いところ，悪いところが改めて
発見できるから」という記述もあり，「再発見」
と名付けた。
　ビデオに収録したロールプレイを再生して，見
ることは自らを客観視するミラーの技法の効果が
ある（川野1997）ことから，ビデオ視聴による学
生の学びとして，現実とのギャップについて新た
な発見ができ，客観的に自分の提供した介護を振
り返ることができる。それにより，自身の行動改
善への動機づけに繋がり，今後の介護に活かして
いくためにもビデオでの観察学習の必要性が示唆
された。
　今回，実習で最も困った場面を取り上げ，グルー
プディスカッションを行った上でロールプレイを
実施した。その中で，学生は自分自身や，他者の
意見や考え方について，肯定的に捉えていること
が伺えた。これは相手の理解，自分自身の理解が
可能になり，未熟な部分も含めた自分自身を肯定
的にとらえることで実習への動機づけが高まる
（村井2002）ことにっながるのではないかと考え
る。
5．おわりに
　ビデオ視聴後，自分が介護を提供している姿を
ビデオで確認することについての自由記述をテキ
ストマイニングで分析した結果，「行動の確認と
改善」，「今後の介護」，「振り返り」，「現実とのギャッ
プ」，「必要」，「再発見」の6個のカテゴリーに分
類された。
　ビデオ視聴による学生の学びとして，現実との
ギャップにっいて新たな発見ができ，客観的に自
分の提供した介護を振り返ることができる。それ
により，自身の行動改善への動機づけに繋がり，
今後の介護に活かしていくためにもビデオでの観
察学習の必要性が示唆された。
　本研究は，実習で困った場面をロールプレイで
再現し，その場面のビデオ撮影をし，ビデオ視聴
からの学びを明らかにすることを目的としていた。
しかし，サンプル数の少なさは調査の限界の一っ
である。また，分析方法にっいてテキストマイニ
ング手法を使用したが，言葉の置換方法や，削除
辞書の作成等の手続きに関して，より詳細な検討
が必要であると考える。
　また，今後の介護技術の授業において，より効
果的にビデオでの観察学習を行うための検討も加
えていきたい。
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